
様式第２号 

視察研修先 青森県八戸市 氏 名 渡 邉 賢 一 

視察研修項目 「八戸市圏交流プラザ ８base運営事業」について 

「八戸ブックセンター」について 

１ はじめに 

八戸市は、太平洋に臨む青森県の南東部に位置し、北はおいらせ町（旧百石町、旧下

田町）及び五戸町（旧五戸町、旧倉石村）、西は南部町（旧福地村・旧名川町・旧南部

町）、南は階上町及び岩手県軽米町に接しています。地形は、なだらかな台地に囲まれた

平野が太平洋に向かって広がり、その平野を三分する形で馬淵川、新井田川の 2本の

川が流れています。臨海部には大規模な工業港、漁港、商業港が整備され、その背後に

は工業地帯が形成されています。このため、優れた漁港施設や背後施設を有する全国屈

指の水産都市であり、北東北随一の工業都市となっています。 

八戸市は遺跡の宝庫であり、現在 491箇所の遺跡が確認されています。その 8割が

縄文時代の遺跡であり、なかでも「是川石器時代遺跡」は昭和 32年に、「長七谷地貝

塚」は昭和 56年にそれぞれ縄文時代の史跡として国の指定を受けました。「是川石器時

代遺跡」は、令和 3年に世界文化遺産に登録された「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構

成資産、「長七谷地貝塚」は関連資産となっています。 

 

八戸市ホームページ及び配布資料より転載 

https://www.city.hachinohe.aomori.jp/ 

 

直近の人口   219,733人 110,036世帯  ２０２３年３月３１日現在 

当初予算     一般会計 96,100,000千円  

議員定数     ２８人 

 八戸市役所前の本八戸駅 

 

https://www.city.hachinohe.aomori.jp/


２ 視察事項 

⑴ 八戸市圏交流プラザ ８base運営事業について 

   

https://www.city.hachinohe.aomori.jp/soshikikarasagasu/kankoka/

shisetu/15365.html 

【事業内容】 

   ２０２０年 9月 10日、JR有楽町駅から新橋駅間の高架下空間を活用した新エリア

「日比谷OKUROJI」内に、八戸都市圏交流プラザ 8base（エイトベース）がオープンし

ました。八戸圏域（八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ

町）産品の認知度を高め、地場産品の販路拡大を図りながら、継続的に地域を応援して

くれる関係人口の形成・増加を目指すとともに、観光誘客、UIJターン等を促進するため

の交流拠点が 8baseです。8baseでは、八戸圏域の山海の幸を活用した創作郷土料

理と地酒を楽しんだり、お土産を買うことができるほか、移住相談窓口の開設や圏域の

話題をトークテーマとしたファンミーティングなどを開催しています。   

  HP https://8base.jp/ 

 

  八戸都市圏交流プラザ 8 base（エイトベース） 

住所 

東京都千代田区内幸町 1丁目 7-1日比谷OKUROJI 8 base（エイトベース） 

電話 03-6807-5611 

FAX 03-6807-5612 

e-mail 8ken8base@gmail.com 

営業時間 11:00 - 22:00 FOOD Lo 21:00 DRINK Lo 21:30 

定休日  年末年始（12/31～1/3） 

無料Wi-Fi有 

アクセス 

JR新橋駅から徒歩 6分 JR有楽町駅から徒歩 6分



 

  【質疑事項】 

⑴ 市町連携による運営状況 

八戸圏域の山海の幸を活用した創作郷土料理と地酒を楽しんだり、お土産を買う

ことができる。 

 

⑵ 移住・UIJ ターン推進のためのイベント実施状況 

      毎週青森県東京事務所と連携して、相談窓口を設置して都心での相談を受け付

けている。 

 

⑶ アンテナショップの実績 

      特産品販売とイベントを実施している 

 

⑷ 八戸都市圏 スクラム８ の内容 

八戸圏域（八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ

町）の連携中枢都市圏による広域行政を実践 

 

2009年に八戸圏域定住自立圏形成協定を締結し、定住の受け皿として必要な

都市機能及び生活機能の確保・充実を図るとともに、魅力あふれる地域づくりを推

進してきた。2017年 3月には、連携中枢都市圏へと発展的に移行し、「地域の個



性が輝き 自立した 八戸圏域」を目指すべき将来像として掲げ、その実現に向けた

具体的な取組を推進している。 

 

 

 

          

⑵ 八戸ブックセンターについて  

【事業内容】 

八戸ブックセンターは、２０１５年 12 月 4 日、八戸に本好きを増やし、本でまちを盛

り上げるための「本のまち八戸」の拠点施設として開館しました。公共施設の取り組み

としては、全国的にもあまり例がなく、先進的かつ画期的事業です。 

「本のまち八戸」を推進する中心拠点として、本に関する新たな公共サービスを提

供することで、市民に様々な本に親しんでもらい、豊かな想像力や思考力を育みなが

ら、本のある暮らしが当たり前となる、文化の薫り高いまちを目指すとともに、このブッ

クセンターを中心市街地に開設することにより、来街者の増加や回遊性の向上を図

り、中心市街地の活性化にもつなげることを目的としています。 

全国的には、福井県敦賀市と 2 市のみである貴重な図書館です。社会的には、民

間の書店が減っている中で、公設公営の書店でもあります。本を手に取ってもらうこ

とから本との出会いが始まり、いつでもどこでも本と一緒の生活がおくれるのです。  

一般の見学や行政視察など、多くの方々を受け入れている素晴らしい図書館書店

ですが、当日は、休館日にもかかわらず、私たちを快く視察として特別に見学をさせ

ていただきましたこと、この場をかりまして心より御礼申し上げます。 



   八戸ブックセンターのフリーペーパー 

① コンセプト 

八戸に「本好き」を増やし、八戸を「本のまち」にするための、あたらしい「本のある

暮らしの拠点」として、提案型・編集型の陳列による本の閲覧スペースの提供と販

売、イベントの開催などを中心に、八戸市内の民間書店や図書館、市民活動など

と連携しながら、本に関する公共サービスを提供していきます。 

② 基本方針 

本を「読む人」を増やす 

本を「書く人」を増やす 

本で「まち」を盛り上げる 

③ 施設ディレクター 

「本のまち八戸」を推進するにあたり、3 つの基本方針のもと、「施設運営・管理」

「選書・陳列」「イベント・展示等企画」「宣伝・広報」などの業務を検討していく上

で、ブック・コーディネーターとして全国的に活躍されている内沼晋太郎氏のディ

レクションを受けています。 

    ④ 11年連続 2,000円の図書マイブッククーポン券支給  

子どもに向けては、マイブック推進事業として、10,000 人の児童生徒を対象に、

一人当たり 2,000 円の図書券をクーポンとして支給して、自分だけの本を買っ

てもらい、本を大切にする教育を進めています。 



  【質疑事項】 

⑴ 運営状況は良好 

2023年度来館者数 一日平均 270人 82737人 

⑵ 販売実績も横ばい 

2023年度一日平均 22冊 6881冊 

⑶ 本を読む人、本を書く人 それぞれの状況 

        親子対象のワークショップ 市内全域に本棚スポットを創り本に触れる機会つ

くりを推進 市立病院周産期センターにも開設 

         パワープッシュ作家が誕生のイベントやブックフェス実施 ゲストを招いた読

書会など多彩な事業が目白押しです 

⑷ 学校教育・社会教育とのかかわり 

    学校図書館や公民館との連携が強化されている 

 ３．所感 

  この度は、大雪暴風雪警報が発令され、新幹線及び在来線の遅れや運休、計画運休が

予定されていたにもかかわらず、幸運にも当初の予定通り行政視察をさせていただくこ

とができました。八戸市議会の皆様はじめ担当課やブックセンターの方々に対しまして、

衷心より厚く御礼申し上げる次第でございます。 

 さて、過去の市議会本会議において本市立図書館の指定管理者制度導入に関する条

例制定の議案に対し、私は反対の意思を明らかにするため、反対討論を行った時の原稿

が下記のとおりです。今回の視察を行うにあたって、過去の原稿を読み返しながら、自分

なりに考察したことが多々ありました。 

 

【資料】 

  「市立図書館の指定管理制度導入に係る条例一部改正に対する反対討論 

反対理由①  

公営施設への安易な民営化について、市民の十分な理解が得られているとは到底言

い難いからです。とりわけ本市の歴史と文化、教養の拠点、生涯学習のシンボルとして、

さらなるリニューアルにより、直営での市立図書館の充実強化を図るべきであります。図

書館の継続性・安定性が失われることが、あってはなりません。 

 

ご案内のとおり、２０年前の２００３年（平成 15年）９月に、「地方自治法の一部を改正す

る法律」が施行され、公の施設の管理について｢指定管理者制度｣が創設され、従来の地

方公共団体の出資法人等による｢管理委託制度｣とは異なり、民間事業者を含む幅広い



法人や団体の中から指定管理者を指定して公の施設の管理を行わせるもので、様々な

能力を活用しながら、多様化する住民ニーズに応え、施設の効果的・効率的運営を目指

すことを目的としています。また、制度を活用する効果として、住民サービスの一層の向

上や行政経費の節減が図られることに加え、地域の活性化や雇用の確保等に繋がること

などが挙げられています。また、２００８年（平成２０年）に図書館法が改正され、公立図書

館の民間委託・指定管理者導入が可能となったわけです。 

しかしながら、全国的に指定管理者導入の問題は、多くの自治体で賛否を問う住民投

票や高等裁判所の住民訴訟まで及ぶほどであり、より丁寧な説明と時間をかけて市民の

納得を得る必要があるのではないでしょうか。 

そもそも、今回の議会への提案は、８月２１日の議員懇談会での説明がございました

が、市民の皆さんのご意見を拝聴する十分な時間もなく、来年 4月から導入したいという

ことですが、何故こんなに急がなければならないか、私にはまったく理解できません。教育

長は、現在本市最大の課題、重要案件となっている小中学校統廃合計画の改定・見直し

をご提案され、地区説明会を予定しているからこそ、学校問題から市民の目を背けるよう

な意図があるのではないかと、疑わざるを得ません。 

 

反対理由② 

 委託業者は、支出を減らすことでしか利益を増やすことができない、宿命があるので

す。先に導入した自治体では、図書館本来の業務が最優先されない、来館者数や貸し出

し数、イベントの減少など、多くの失敗例があります。議員懇談会の説明資料には、残念な

がら指定管理料となる予算について、費用対効果の検討状況が、全く示されていません。

今後、電子書籍導入や新たなサービス提供には、当然費用がかかるわけですが、そうした

ことが委託業者ができず、コスト削減の安上がり行政のツケは市民へまわるからです。 

県内図書館ホームページ「寒河江市立図書館」の紹介には、「１９９１年（平成 3 年）12

月 10 日開館以来、生涯学習の拠点としておはなし会や講演会、講座、他にもおすすめの

本の紹介等により、乳幼児からご高齢の方まで読書活動を拡げられるよう、快適で利用

しやすい図書館づくりに努めています。」とあり、県内在住の方であればだれでも気軽に

利用できる規定があり、１４７席の椅子が設置され、サービス内容には、子育て支援、ティ

ーンズ、シニア向け（大活字本）、障害者向け、視聴覚資料、おはなし会、学習室、車椅子、

カフェコーナーもあり、県内の図書館を牽引してきたと言っても過言でない、充実した設

備やサービスが整っている、まさに本市の宝、市民の大切な財産であります。正規職員２

名体制、図書館司書の職員が常駐し、いかなる課題も即解決しているのが、行政サービ

スであり、今後、サービス低下を招いてはなりません。 

ここ数年で３度も一般質問をされて、市立図書館充実を要請してこられた先輩議員が

いらっしゃいますが、それ以外でも市民から、是非指定管理や民間委託が要望として出さ

れたことは全くないと思います。 



 

   ちなみに、昨日の山形新聞にも掲載されました県立図書館については、ご案内のとおり

県民の意見が「県立図書館への指定管理者制度の導入は、様々な課題が考えられること

から、やめるべきです。」との多数の意見から、遊学館の本体の指定管理者制度と切り離

して、現在も制度導入には至っておりません。注目すべきは、ふるさと納税を活用し、全て

の県民が利用しやすい図書館づくりを進めていくため、「山形県立図書館運営基本プラ

ン 2025」を２０２２年（令和４年）３月に策定し、その基本理念に掲げた「県民一人ひとり

の生涯学習の基盤となり、知の集積と循環によって、新たな知恵や活力を生み出し、県民

の成長と地域の賑わいに貢献する図書館」を目指して、県民の生涯学習のニーズに応え

る資料の整備と活用、来館や本との出会いのきっかけとなる企画展示やイベントの実施、

ＩＣＴの活用や県内図書館との連携による県全域へのサービスの拡充などに取り組んで

いるのです。昨日の新聞記事では、新年度から電子書籍を導入、専門書・実用書を豊富

に取りそろえることで差別化して、利用者サービスを向上させたいとのことでした。 

 

本市の新第６次振興計画には、 自らを高める生涯学習の充実と環境づくりの推進 

とのテーマで、 

○乳幼児期からの成長に応じた心に残る本との出会いを大切にし、保育所や学校などに

おける読書活動を支援します。 

○市民ニーズを踏まえ、市立図書館の図書資料などの整備充実を図るとともに、誰もが

気軽に利用しやすい環境整備など利用者サービスの向上を図ります。 

〇図書館と読書活動推進員の連携を深め、小中高校生の読書活動を推進します。 

 

■【主な取組】 

・市立図書館を核とした乳幼児期からの読書活動の推進 

・市立図書館の蔵書の充実をはじめとする利用者サービスの向上 

・学校図書館と連携した読書活動の推進 

と示されております。 

 

本市も市民アンケートやパブリックコメント、地区説明会での意見集約、結果分析、外

部有識者の助言、利用団体からの意見聴取、市立図書館拡充に向けた運営基本プラン

作成など、もっともっと丁寧に進めるべきであり、やるべきことがあるのではないですか。

したがって、まだまだ機が熟していない議案であることから、今定例会の提案をいったん

取り下げるべきではないでしょうか。  

 

反対理由③ 

 図書館で働く３年から５年契約の不安定な非正規労働者、年収２００万円に満たないい



わゆる「官製ワーキングプア」を生み出すことで、経済的理由から若者が結婚できない、

子どもがつくれない、結果的に低賃金、未婚、少子化に拍車をかける元凶だからです。 

少子化対策の大きな問題は、若者の雇用確保、経済的自立をどうやって実現できるか

です。それが整わなければ、いくら婚活に莫大な予算をかけようと、その前提条件が満た

されず、思うような成果を得ることができないと思うのであります。導入のメリットとされて

いるコスト削減は、結果的にマイナス効果となってしまうと懸念されています。本市の生涯

学習、社会教育費の削減につながり、少子化対策の各施策に逆行するものではないでし

ょうか。 

 

以上、市民の十分な理解が得られていない、提案が拙速、官製ワーキングプア・経済的

貧困が少子化に拍車をかけること、の３点を理由として申しあげて、私の反対討論を終わ

ります。 

 

 

【資料】 山形県ホームページ 

山形県のふるさと納税 あなたの寄附を県立図書館の資料充実に活用します！ 

■「生涯学習の基盤となり、県民の成長と地域の賑わいに貢献する図書館」を目指して 

 山形県立図書館は、令和元年度のリニューアルによって、広さが 1.4 倍に拡大されるとと

もに、「こどもエリア」「ティーンズコーナー」「ビジネス支援コーナー」といった利用者別の

空間や、電子黒板システムを備えた「アクティブラーニングルーム」が整備されるなど、県

民が集い、学ぶための機能が大きく向上しました。 

 これらを最大限に活用し、全ての県民が利用しやすい図書館づくりを進めていくため、「山

形県立図書館運営基本プラン 2025」を令和４年３月に策定しました。その基本理念に掲

げた「県民一人ひとりの生涯学習の基盤となり、知の集積と循環によって、新たな知恵や

活力を生み出し、県民の成長と地域の賑わいに貢献する図書館」を目指して、県民の生

涯学習のニーズに応える資料の整備と活用、来館や本との出会いのきっかけとなる企画

展示やイベントの実施、ＩＣＴの活用や県内図書館との連携による県全域へのサービスの

拡充などに取り組んでいるところです。 

 

 

【資料】 電子書籍、来年度にも導入 県立図書館 （山形新聞 ２０２３．９．２１） 

県立図書館は 20 日、タブレットなどで読むことができる電子書籍サービスを早ければ

来年度に導入する方針を明らかにした。主に一般書や児童書を貸し出す市町村立図書

館とすみ分けをして、専門書や実用書を中心に提供する。端末による読書や学習が普及

する中、時代に即した環境を整備する。 

   県立図書館は本年度、電子書籍サービスの導入に向けた調査研究として、先進地視



察やアンケートを実施してきた。山形市の遊学館で同日開かれた県図書館協議会の席

上、調査結果と今後の方針が示された。 

   調査によると、電子書籍サービスは全国の公立図書館の約 3 割、都道府県立図書館

の約 5割が導入済み。本県では現在、東根市のみが実施している。他の 34市町村につ

いては、8 市町が「導入について検討中」、26 市町村が「特に検討は行っていない、また

は当面導入する考えはない」と回答した。市町村側からは「県立図書館が先行して導入

すれば、市町村立は動きやすくなる」といった意見も出た。 

   県立図書館の利用者に対するアンケートでは、「（電子書籍サービスを）利用したい」が

39％、「利用したくない」が 30％、「どちらともいえない」が 31％だった。「電子書籍を導

入しても、紙の本は不可欠」との要望も複数あった。県立図書館としては紙の本の整備が

後退しないように配慮し、導入に向けて県教育委員会と調整する。 

説明を受けた県図書館協議会の委員は導入に賛成した。委員を務める中学校長は、

子どもの読書離れが進んでいると指摘し、「読書の機会を増やすために紙と電子書籍の

両方をそろえ、どんどん進めてほしい」と述べた。 

 

以上が、反対討論及び私の考察の一部です。本市の新第６次振興計画には、 自らを高

める生涯学習の充実と環境づくりの推進とのテーマで、 

○乳幼児期からの成長に応じた心に残る本との出会いを大切にし、保育所や学校などに

おける読書活動を支援 

○市民ニーズを踏まえ、市立図書館の図書資料などの整備充実を図るとともに、誰もが

気軽に利用しやすい環境整備など利用者サービスを向上 

〇図書館と読書活動推進員の連携を深め、小中高校生の読書活動を推進 

 など、新たな振興計画の中にも盛り込まれていくものであると思っています。 

 

  さらに、現在パブリックコメント意見公募を行っている本市のさがえっ子すくすくプランの

新計画にも掲載されているところです。 

   以下計画案より抜粋 

こどもの健やかな成長を地域や社会全体で支える環境を築くためには、行政だけでな

く、市民や地域、子育て支援に携わる事業者や施設、団体等、子育て支援に関わる様々

な主体がそれぞれの役割を担いながら、相互に連携・協働していくことが大切です。その

ため、国や山形県、近隣市町村との連携強化を図るとともに、地域や子育て支援に携わる

事業者、関係機関等との連携・協働体制の充実を図ります。また、本計画の取組を適切か

つ効果的に実施していくためには、庁内において適切な情報共有や課題の検討等が行え

る体制づくりが重要となるため、子育て支援に限らず、様々な分野を巻き込み、関係各課

との横断的な連携体制の構築に努めます。本計画をより実効性の高いものとし、「さがえ

っこすくすく宣言」の具現化を目指していくためには、「子育てをみんなで支える」という意



識を醸成し、共通認識としていくことが重要です。そのため市民や地域を始め、子育て支

援に関わる様々な主体に向けて、子育て支援に対する考え方や本計画の目指す方向性

等について、市広報紙やホームページ等を活用して積極的に周知を図ります。 

 

そのためには、市立図書館の充実に向けて整備を図るとともに、子どもたちが本に親し

むための取り組み、特に、マイブッククーポン支給事業など可能な施策を推し進めていく

ことも重要な子育て環境を充実していくことにつながっていくと痛感しています。 

 

（写真）八戸市議会議場にて（筆者は右端） 

 

 



様式第２号 

視察研修先 青森県十和田市 氏 名 渡 邉 賢 一 

視察研修項目 「とわだ産品販売戦略」について 

１ はじめに 

観光と農業のまち十和田市は、２００５年１月、新設合併により誕生し、青森県の南東部

中央に位置し、国の特別名勝及び天然記念物に指定されている神秘の湖「十和田湖」や

千変万化の流れを織りなす「奥入瀬渓流」、秀峰「八甲田」などの豊かな自然を有するとと

もに、県内トップクラスといわれる安全安心でおいしい農畜産物の生産地帯や、「近代都

市計画のルーツ」といわれる整然と区画された日本三大開拓地の「市街地」で形成されて

います。 

十和田市が位置する上北エリアは「三沢市」「野辺地町」「七戸町」「六戸町」「横浜町」

「東北町」「六ケ所村」「おいらせ町」で構成されています。太平洋と陸奥湾、八甲田山系に

囲まれ、ほぼ平坦な台地が広く分布しています。地域の南側を、十和田湖を源とする奥入

瀬川が西から東に流れ、太平洋に達し、北部太平洋側には、小川原湖などの湖沼が点在

しています。冬は晴天の割合が多く雪が少ない地域で農業物の産出額が青森県で最も

高い地域でもあります。酪農、肉用牛、養鶏、養豚などの畜産業と、ながいも、にんにく、

ごぼうを始めとする野菜栽培が盛んです。 

十和田市と本市とのかかわりで言いますと、寒河江八幡宮古式流鏑馬保存会の駿馬

を十和田市よりお借りしているとのことです。鎌倉の歴史と文化の共有、共通点を見出す

ことができました。 

直近の人口   57,000人 

一般会計    38,190,000千円 2024年度当初 

議員定数    22人 副議長が辞職退職し、市長に初当選したため、現在 21人 

          平均年齢６１．９歳 

十和田市議会だより 

https://www.city.towada.lg.jp/shisei/gikai/gikaidayori/2024-

1029-1019-175.html 

   
アートのまち 官庁街通りの櫻並木    十和田市櫻流鏑馬 

https://www.city.towada.lg.jp/shisei/gikai/gikaidayori/2024-1029-1019-175.html
https://www.city.towada.lg.jp/shisei/gikai/gikaidayori/2024-1029-1019-175.html


 

【参考】県指定無形文化財 寒河江八幡宮古式流鏑馬 

寒河江八幡宮は、今から約 800年前の建久 2年（1191）、大江親広によって勧請

されました。親広の父、広元が鎌倉幕府の重臣だったので、寒河江も鎌倉とそっくり

のまちづくりをし、寒河江城の西に八幡宮を置き、流鏑馬（やぶさめ）を導入したので

す。寒河江城古絵図の八幡宮のところに馬場が描いてあり、また八幡宮拝殿に宝暦

12年（1762）の流鏑馬絵馬が残っていることからもわかります。江戸時代のなかご

ろまで、本格的に、走る馬上から的を射る流鏑馬が行われていました。この日は放生

会（ほうじょうえ）といって、舟橋川に生きた鳥や魚を放す儀式が行われていたことも

わかります。この放生会に流鏑馬を行う形式は、鎌倉八幡宮と同じでした。9月に入

ると祭りの準備が始まります。昔は村山地方一円から数頭の馬を選びそれぞれが分

担して馬場の柵結い、馬の世話、行事の準備をしました。9日から 1週間、馬に乗る

人と京参乗り（きょうさのり）という男の子が八幡宮にこもって身を清めて祭りにそな

えました。現在は一週間もおこもりはできなくなりましたが、節目の行事は「流鏑馬保

存会」の人たちにより、今もしっかりと守り伝えられています。12日、3頭の馬が来

て、馬場ならしと鞍祭りを行い、安全を祈ります。15日がいよいよ全国的にも珍しい

「馬走り」の本番です。神事のあと、「古式流鏑馬」を行います。保存会の騎士たちが、

次々に 3つの的に走る馬上から矢を射ます。命中するたび、バシッと大きな音がし

て、観客から歓声が上がります。3本の矢を全部当てた人は、京参乗りから白い布を

褒美に贈られ、これはもらう時、弓で受け取るのです。次が翌年の稲の作柄を占う

「作試し流鏑馬」です。少年が金棒を引いてきて、そのあと 3頭の馬が走ります。一の

馬、二の馬、三の馬と早い順に出発させるのですが、その年によって勝負の順番は変

わります。順序よくゴールした年は作柄は順当、一の馬が勝つと早稲（わせ）、二の馬

が勝つと中稲（なかて）、三の馬が勝つと晩稲（おくて）が豊作と予想するのです。寒河

江や近くの町村からたくさんの人々が見物に来てにぎわいました。「馬走り」は昔から

寒河江の秋の風物詩でした。寒河江地方は、平安時代から有名な馬の産地でした。

このことも馬走りが続いてきた理由かもしれません。 

  （寒河江市ホームページより抜粋） 

２ 視察事項 

 2022年農業産出額 東北 6位を誇る 

とわだ産品販売戦略について 

  【事業内容】 

  ■農商工連携・６次産業化の推進 



１．農商工が結び付いた地域内連携の推進 

 地域の農業関係者、流通業者、加工業者、販売業者などによる連携強化や相談活

動を積極的に展開し、情報発信や交流会による事業間の交流促進を図ります。 

 

◇対策 

① ６次産業化普及啓発の取組において異業種間の交流機会を創出します。 

② 商品開発支援や相談活動において、一次産業者と流通・加工。販売業者の連携

を推進するとともに、マッチング機会を創出します。 

③ 農商工及び農泊並びに農福連携に係る相談体制を構築します。 

◇関連事業 

・６次産業促進支援事業 ・とわだの逸品開発事業 

 

２．地域資源の付加価値を高めた加工品づくりの推進 

     地域の農林水産物を利用した食品開発などによる差別化が図られる価値の高い加

工品づくりを推進します。 

     ◇対策 

① 整備した食品加工室の活用を推進し、６次産業化を目指すための試作や、小規

模の食品加工から始めたい事業者の支援に努めます。 

② 加工に関する研修会など、知識や技術習得の機会を提供します。 

③ 本市の特産物を活用した付加価値の高い新商品の開発やブラッシュアップを

支援します。 

④ 業務用需要に対応した B to B の取組事業者の支援に努めます。 

◇関連事業 

・とわだの逸品開発事業 ・全国規模商談会出展事業 ・バイヤー等産地招聘事業 

     ８７事業者 ２０４商品 

今年度新紙幣発行にちなんだ商品 ２つ開発 

 

ふるさと納税 ２０２４年度 127,060千円 

 返礼品数３１１ 

 黒ニンニク 十和田バラ焼き アップルパイが人気 

    特産品  

     日本一のニンニク 十和田バラ焼き 長芋 ごぼう ねぎ  

     十和田和牛 十和田ポーク 十和田奥入瀬ひめます 

 

     おいしい水 土壌分析による土づくり ブランディングの基本 

     認証制度はなし  



  【質疑事項】 

⑴ ガイドブックの発行部数と効果について 

十和田市の特産品を紹介するガイドブックを２０００部発行しています。野菜をは 

じめ、十和田市には魅力あふれるたくさんの特産品があります。このガイドブックで

は、定番商品から新しく誕生した商品まで、素材の良さがつまった「とわだ産品」を紹

介しています。自然に恵まれた十和田市で生まれた「とわだ産品」のお土産を選ぶ際

にもたいへん参考になりました。  

SNSフォロワー 6000人 

人気キャラクター りんごちゃんによる観光大使アンバサダー 

青森フェアのトップセールス 

バイヤー招聘  

十和田ファミリーズ キャラクターの PR 

 

⑵ 新たな産品を作り出すことの取り組みについて 

食品１３３に対し 多くの取り組み 逸品開発事業など 

① 日本野菜ソムリエ協会と連携 料理実践と情報発信 

② 食材サンプルの提供 ３０店舗 

③ 十和田湖 ひめます 養殖  生産力低下傾向 

④ 首都圏レストランとの連携 ポルシェレストランでイベント 

⑤ ニンニク認知度の向上 １０月２９日ニンニクの日 

⑥ 販路開拓事業支援 

 

⑶ バラ焼き等の有名品がヒットした要素について 

① 十和田バラ焼きゼミナール開催 

② B1グランプリ ゴールドグランプリ受賞 

高校生による特産品開発と実践 

      

   

写真 行政視察 質疑応答の状況     写真 太田議員の代表挨拶 

 



 ３．所感 

   本市のさくらんぼをはじめとする特産品は、昨シーズン残念ながら、サクランボの生産

量が全国１位の本県で、歴史的凶作が現実になりました。一昨年夏の高温の影響で２つ

の実がくっつき、商品価値が落ちる「双子果」が激増、シーズンに入ってからの暖冬、多

雨、高温がサクランボにダメージを与え、収穫高は昨年の半分となり、ＪＡ関係者は「歴史

的凶作」を口にしながら、気候の変化に弱い山形サクランボの象徴「佐藤錦」は、別のサク

ランボに品種替えを余儀なくされています。予想大幅に下回る収穫量となったわけですが

「佐藤錦」や「紅秀峰」、次代のエースの期待がかかる大粒の「紅王」ですが、ＪＡ関係者は

吉村知事に、スプリンクラーなど暑さ対策の設備導入や、暑さに強い品種開発などへの支

援を緊急要請し、知事も「サクランボは山形のシンボルで、地域経済にも関係する特別な

ものだ。意見を踏まえて対応する」と応じたものの、特効薬があるわけではない。長年サ

クランボ王国・山形を支えてきた「佐藤錦」について、「（別の）品種に入れ替えないといけ

ないかもしれない。ただ、全国で圧倒的なシェアを誇る山形のサクランボを守り続ける」山

形サクランボの作付面積の７０％を占める「佐藤錦」は、甘みと酸味にバランスが良く、色

づきも美しいため抜群の人気を誇る。だが、猛暑や暖冬、多雨、雹害といった気候の影響

を受けやすいとされる。〝寡占的な栽培〟で危険分散できず、今年のような「凶作」を招

いたともいえます。歴史的な凶作に見舞われた山形サクランボが、大きな岐路に立たされ

ています。 

今回の行政視察で、特産品開発の困難性やフルーツ・ツーリズムの前提となる果樹栽

培の土づくり、土壌改良など自然との共存と成功する難しさを痛感いたしました。また、情

報発信基地の必要性を強く感じました。さくらんぼ情報が消費者に伝わっていないがた

めに、昨シーズンはさくらんぼパニックが起きたからです。こうしたことは、絶対に避けな

ければなりません。 

最後に、「ピンチをチャンスに！」この言葉は、長年お世話になっています市内の社会奉

仕団体の名誉会長が、経営者である会長が株価急落でどん底に突き落とされ同じような

経験を踏まえ、生産農家の苦悩をねぎらって話されました。特産品であるさくらんぼがな

ければ、寒河江市の全産業が衰退の一途を辿ってしまう可能性は否定できません。 

今後、さくらんぼのまち推進条例を基に、私たち議会を含め、全市民の英知を結集し

て、この難局を乗り切っていくしかありません。私も、その一人として、全力で活動してま

いります。 

 ４．むすびに 

この度は、大雪暴風雪警報が発令され、新幹線及び在来線の遅れや運休、計画運休が

予定されていたにもかかわらず、幸運にも当初の予定通り行政視察をさせていただくこと

ができました。十和田市議会石橋義雄議長様はじめ事務局の皆様、そして担当課の農林



商工部 とわだ産品販売戦略課の課長はじめ職員の方々に対しまして、お忙しいところ時

間を割いていただきましたこと、議員団一同衷心より厚く御礼申し上げる次第でございま

す。 

  

  

（写真）十和田市議会議場にて（筆者は右端） 

 

 


